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No. 29 (1984) 

糖尿病患者における Glibenclamide血嫌浪度とその変動本

Ayako MATSUDA＊叱 TakeshiKuzuYA**, Yasuo SuGITA**, 

Yoshikazu SAKAMOTO＊本 andKoichiro KA w ASH IMA 

松田文子＊＊，葛谷健＊＊，杉田泰雄料

坂本美一＊＊，川島紘一郎

既報の radioimmunoassayを用い，日常糖尿病患者に投薬される条件下での glibenclamide

の血中濃度を検討した。 1カ月以上，同一量の glibenclamideを服用していた糖尿病患者の早朝

空腹時血衆薬剤濃度は投与量の増加とともに上昇傾向を示したが，個々のばらつきが大きく，検

出感度以下の例も多かった。約2週間 glibenclamideを服用している患者に 2.5mgまたは5mg

を1回服用させると血中濃度はそれぞれ90分， 120分に最高値 82土27,149土60ng/mlに達し，

以後それぞれ 2.7時間， 2.9時間の半減期で低下した。正常者における 2.5mg 1回投与後の最高

値は 72±32ng/mlで半減期は2.3時間であった。腎不全または肝硬変症を伴う糖尿病患者では

2.5mg 1回投与時の血中濃度の最高値は，腎障害，肝障害のない患者と有意差はなかったが，半

減期は各2.5時間， 3.5時間と後者で延長傾向を認めた。 Glibenclamide5 mg服用中の患者で朝

1回投与法と朝夕分割投与法を比較すると，薬剤の血中濃度は服用の都度上昇したが，血糖，血

竣インスリンの日内変動にはほとんど差異はなかった。 Tolbutamide, acetohexamide, chlor-

propamide服用中の患者血衆は本測定系の標識 glibenclamideと抗血清との反応を阻害した。

この交差反応により種々の血中スルフォニル尿素剤の定性的検出が可能で、あり，同剤による低血

糖昏睡患者の原因診断に応用出来る可能性がある。

事 本報告は，糖尿病， 25,213-220 (1982）に発表

料 自治医大・内分泌代謝科
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